
―適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。― 

2019 年 11 月 

ニプロ株式会社 

β-ラクタマーゼ阻害剤配合抗生物質製剤 

処方箋医薬品（注意－医師等の処方箋により使用すること） 

日本薬局方 注射用タゾバクタム・ピペラシリン 

タゾピペⓇ配合静注用 2.25「ニプロ」 

タゾピペⓇ配合静注用 4.5「ニプロ」 

タゾピペⓇ配合点滴静注用バッグ 2.25「ニプロ」 

タゾピペⓇ配合点滴静注用バッグ 4.5「ニプロ」 
TAZOPIPEⓇ FOR COMBINATION INTRAVENOUS，I.V. INFUSION 

 

 「用法・用量」変更のご案内  
 

謹啓 

 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は、弊社製品につきまして、格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、弊社製品 『タゾピペⓇ配合静注用 2.25・4.5「ニプロ」』及び『タゾピペⓇ配合点滴静

注用バッグ 2.25・4.5「ニプロ」』につきまして、このたび 2019 年 11 月 27 日付けで下記のと

おり「用法・用量」の一部変更が承認されましたので、お知らせ申し上げます。 

今後ともより一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。 

謹白 

記 

 

新（   下線：追加） 旧 

【用法・用量】 

○タゾピペ配合静注用 2.25「ニプロ」、タゾピ

ペ配合静注用 4.5「ニプロ」 

1.一般感染症 

現行のとおり 

2.発熱性好中球減少症  

通常、成人にはタゾバクタム・ピペラシリ

ンとして、１回 4.5g（力価）を１日４回点

滴静注する。なお、必要に応じて、緩徐に

静脈内注射することもできる。 

通常、小児には 1 回 90mg（力価）/kg を 1

日 4 回点滴静注する。なお、必要に応じて、

緩徐に静脈内注射することもできる。ただ

し、1 回投与量の上限は成人における 1 回

4.5g（力価）を超えないものとする。 

 

【用法・用量】 

○タゾピペ配合静注用 2.25「ニプロ」、タゾピ

ペ配合静注用 4.5「ニプロ」 

1.一般感染症 

略 

2.発熱性好中球減少症  

通常、成人にはタゾバクタム・ピペラシリ

ンとして、１回 4.5g（力価）を１日４回点

滴静注する。なお、必要に応じて、緩徐に

静脈内注射することもできる。 

 

 

 

 

 

 

Ⓡ登録商標 



 

○タゾピペ配合点滴静注用バッグ 2.25「ニプ

ロ」、タゾピペ配合点滴静注用バッグ 4.5「ニ

プロ」 

1.一般感染症 

現行のとおり 

2.発熱性好中球減少症  

通常、成人にはタゾバクタム・ピペラシリ

ンとして、１回 4.5g（力価）を１日４回点

滴静注する。 

通常、小児には 1 回 90mg（力価）/kg を

1 日 4 回点滴静注する。ただし、1 回投

与量の上限は成人における 1 回 4.5g（力

価）を超えないものとする。 

 

 

○タゾピペ配合点滴静注用バッグ 2.25「ニプ

ロ」、タゾピペ配合点滴静注用バッグ 4.5「ニ

プロ」 

1.一般感染症 

略 

2.発熱性好中球減少症  

通常、成人にはタゾバクタム・ピペラシリ

ンとして、１回 4.5g（力価）を１日４回点

滴静注する。 

 

以上 

 

【医薬品情報お問い合わせ先】ニプロ株式会社 医薬品情報室 TEL 0120-226-898 FAX 06-6375-0177 


